
【学校教育ビジョン】 ＜今年度の重点＞

1 自ら課題を発見し，主体的対話的な学びで課題解決する力の育成【２条】 ○基礎的基本的な知識・技能を活用する力の育成　　　○自ら課題を見つけ主体的に対話的に解決しようとする力の育成　○家庭学習の充実　　　　

2 豊かな道徳性を育成する道徳教育の推進【６条】 ○学びのある道徳授業の実践　　　○特別活動や各教科等と関連させた道徳教育　　　○読書の量と質を高める指導

3 学校の組織力と教職員の指導力向上【１０条】 ○教職員が自己の役割を明確にし、組織的・機能的学校運営を推進　　　○密な報告・連絡・相談　　

評価の項目 今年度の重点目標 具体的取組 主担当 現　　　　状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 備考
判定結果

(中間)
判定結果

(最終)
今後の改善策

【成果指標】
該当学年の各学期ごとの既習事項が理解で Ａ 80％以上である

Ｂ 60％以上である

Ｃ 40％以上である

Ｄ 40％未満である
【満足度指標】

Ａ 90％以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 60％以上である

Ｄ 60％未満である
【満足度指標】

Ａ 90％以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 60％以上である

Ｄ 60％未満である
【満足度指標】

Ａ 90%以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 60％以上である

Ｄ 60％未満である
【成果指標】

Ａ 90%以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 70％以上である

Ｄ 70％未満である

【成果指標】
Ａ 90%以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 60％以上である

Ｄ 60％未満である
【努力指標】
縦割り団活動、児童会活動、学級活動に自 Ａ 90%以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 60％以上である

Ｄ 60％未満である
【努力指標】
縦割り団活動、児童会活動、学級活動に自 Ａ 90%以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 60％以上である

Ｄ 60％未満である
【努力指標】

Ａ ９０％以上の子が意欲的に取り組んでいる。

Ｂ ８０％以上の子が意欲的に取り組んでいる。

Ｃ ７０％以上の子が意欲的に取り組んでいる。

Ｄ 意欲的に取り組んでいる子が70％未満である。
【努力指標】

Ａ 90％努めた

Ｂ 80％努めた

Ｃ 70％努めた

Ｄ 70％未満であった
【成果指標】
様々な訓練や研修を実施しているか。 Ａ 90%以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 60％以上である

Ｄ 60％未満である
【努力指標】

Ａ 十分努力している

Ｂ おおむね努力している

Ｃ あまり努力していない

Ｄ ほとんど努力していない
【努力指標】
各分掌が中心となり、教職員が一体となった Ａ 十分参画できている

Ｂ おおむね参画できている

Ｃ どちらかというと参画できていない

Ｄ まったく参画できていない
【成果指標】
様々な訓練や研修を実施しているか。 Ａ 十分できている

Ｂ おおむねできている

Ｃ どちらかというと不十分である

Ｄ まったくできていない
【努力指標】

Ａ よくできている

Ｂ できている

Ｃ あまりできていない

Ｄ できていない
【満足度指標】
保護者や地域が学校教育に満足している Ａ ３回以上実施

Ｂ ２回実施

Ｃ １回実施

Ｄ 実施していない
【努力指標】

Ａ 十分努力している
Ｂ 努力している
Ｃ あまり努力していない
Ｄ ほとんど努力していない

B

支援策について話し合う時間や場の設定に

ＰＤＣＡサイクルを活用し、教職員が一体とな
り、積極的に学校運営に携わっている。

教職員を対象に学
期ごとに聞き取り調
査、検討会

個々の児童の特性を理解し、指導の工夫や
よりよい支援に努める。

保護者・地域の方の参加型双方向の取組が

効率的に校務を進めることが

児童が心安らぎ，学習意欲の向上
を図る校舎内外の環境づくりに努
める。

⑨保護者・地域との連携
保護者や地域と連携した学校づく
りをめざす。

C

ＩＣＴの効果的な活用や事務職員との連携、地域人材の活用は、ある程度
進めることができたが、退校時間目標達成率80％を超えた職員は2割程度
であった。個々人の目標時間設定がバラバラであることも一因であると考
えられる。今後は、学校全体での「最終退校目標時間」を設定し、「削減」
「時間確保」「効率化」「意識改革」をキーワードとして、退校時間短縮に向
けた取組を提案し、実施していく。

ＩＣＴの効果的な活用や事務職員との連携、
地域人材の活用により効率的な校務の在り
方を構築することができている。

保護者・地域の方
の参加型の双方向
の取り組み実施回
数

A

ICT の効果的な活用や事務職員との連携、地域人材の活用
を進める。

教職員を対象にア
ンケート調査

教頭
（中田）
教務
（島屋）

教職員の異動に伴い、引継ぎがスムーズに行われず、校
務に時間がかかる現状がある。ＩＣＴの効果的な活用や事
務職員との連携により、効率的な校務の在り方を構築する
必要がある。また、対外行事等において専門的な知識を
もった地域の方々の活用を進めていく。

保護者や地域の方を外部人材を活用し参加
型の授業をしたり、双方向の情報交流をした
りする取り組みを行う。

教師がめあてを明確にし、児童の思考を深
める発問を考えて授業を行う。また、めあて
達成できたかを確認する。

学校関係者評価

【第１回】
・２学期に修理が必要な個所については、児童の安全確保の面から早期に対応してもらいたい。
・児童の登下校等の安全確保のため、見守り隊と連携した連絡体制を構築していただきたい。
・ため池ハザードマップを利用し、児童に安全面での指導をお願いしたい。

加賀市立金明小学校　校長　　川村　聡子　　　印　　　

A

発問づくり部会や指導案検討会、模擬授業等の研修を通して、深い教材研
究を行うことができた。発問の工夫が、めあての達成やふり返りの充実に
つながることを研修を通して学ぶことができた。今後も発問の工夫などを大
切にした授業づくりや授業実践を行っていく。

７月、１１月に教職
員対象に調査

１・２学期末に児童・
保護者を対象とした
アンケート調査（健
康カード）

各種訓練、防犯教
室実施後に教職員
を対象としたアン
ケート調査

１・２学期末に教
職員を対象にアン
ケート調査

げんきの時間の児
童観察
児童対象としたアン
ケート調査

１・２学期末に教
職員を対象に学
校評価アンケート
調査

C

「学び合い」学習ルールを意識し、ふり返りを
充実させるなど主体的対話的に課題を解決
しようとしている。

１・２学期末に児童・
教職員・保護者を対
象にアンケート調査

１・２学期末に４年
生以上を対象に
キャリア教育アン
ケート調査

１・２学期末に児童・
教職員を対象にア
ンケート調査

１，２学期末に３年生
以上を対象に学校評
価アンケートを実施、
調査する。

児童・保護者が規則正しい生活を送ることが
できるよう努めている。

考え、話し合うことを通して自分の考えを深めている児童が

子どもたちが、げんきの時間にめあてをもっ
て意欲的に取り組み、体力向上に努めてい
る。

児童会活動、縦割り団活動、学級活動に自主
的・主体的に取り組む中で、自分のよさに気づく
ことができ、意欲的に取り組もうとする。

道徳を基盤に他教科でも、児童が主体的に
考え、他者と議論する質の高い学び合いを、
さらに再構築できる。

平　成　３０ 年　度

①教育課程・学習指導

総合的な学習
の時間担当
（濱崎）
各担任

児童はふるさとに対して愛着があり、ふるさと学習に関心が
ある。昨年は各学年でふるさとに関する学習を進めていた
が、その内容の深まりは不十分であった。今後、ふるさと学
習の充実が求められる。

教務
（島屋）
各担任

※【２条】は，いしかわ学びの指針１２か条「学びの１２か条＋」を表す。　　　　　は，今年度の重点目標を表す。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　　　校　　　評　　　価　　　【　　計　画　　書　　・　　報　　告　　書　　】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４教科の活用力を見るテストのクラス平均が教務
（島屋）
各担任

研究
（可部谷）

論理エンジンやアイテム算数を使った活用力の向上に取り
組んでいる。解説の際に問題解決するポイント明確にする
ことを意識している。問題を解く時間と解説の時間を確保
し、結果のフィードバックが即時にされるようにしている。

「いどみＡ・Ｂ」の時間を設定し、論理エンジンやアイテム算
数、過去問等を使い、読む力や書く力(活用力)の向上を図
る。また、活用力向上のためにＩＣＴを有効に活用する。

主体的で対話的な学びで課題を
解決する力を育てる。
【２条】

１，２学期末に児
童、教職員を対象と
した学び合いアン
ケート調査

主体的対話的に課題を解決しようとする児童が

活用力を見るテス
トの結果を学期ご
とに集計

授業で得た知識や技能を活用し、
問題解決することができる。
【２条】

該当学年の各学期ごとの活用力問題に対し
て理解できている。

学び合い学習や児童会活動、係活動、サークルタイムなどを
通して、主体的に自分の考えを発表したり、友だちの考えを
参考にして意見を述べたりし，課題を解決する力をつける。話
型から出て自分の言葉で語れるようにしていく。ふり返りの充
実を図る。

「聴き方・話し方カリキュラム」「話をつなげる３つの言葉」などの学習ルー
ルが定着してきた。また、カードでグループや全体交流のポイントを示すこ
とで、自分の考えを発表し交流できるようになってきた。さらに、主体的で
対話的な学びで課題を解決する力を育てる必要がある。

読書活動の楽しさを知り、自ら進
んで読書する子どもを育てる。

学校図書館で週1冊以上を借りることを月目標とし、全校で読
書マラソン(低学年一人150冊、高学年一人5000ページ）に取
り組む。また、並行読書を進め、読書の質の向上も図る。

③進路指導・キャリア教育

考え、議論する質の高い学びのプロ
セスを重視した道徳授業の実践を基
盤に、人権教育の視点を重視した授
業実践力をつける。【６条】

児童が思わず考え込んでしまうような発問の工夫や、思考を構築・
再構築させていく指導法や手立てを充実させていく。また、人権教
育の視点や重点目標の意識化を図り、「補充・深化・統合」を意識し
た授業や道徳ノートの活用を行い、実践意欲と態度を育み、特別
活動や各教科等に関連させていく。

②生徒指導

よりよい人間関係を築きながら、自分
のよさに気付かせるとともに，学習が
将来につながることを理解し，意欲的
に取り組む子どもを育てる。

学校生活の充実をめざして、児童会活動、縦割り団活動、学級活
動に、どの学年も自主的・主体的に取り組めるような手立てを実施
する。授業や行事においても、教師がキャリア教育の視点を意識
し、計画的に指導するとともに、活動後のふり返りを充実させ、価
値づけを図る。

児童に関する事案や外部からの情報について、いじめ問題
対策チームを中心に報告・連絡・相談を密にし、組織的・協働
的に対応することで、いじめや不登校の未然防止・早期発見・
早期対応に努める。

「考え、議論する道徳授業」の実践を通し、主体的な学び合
いの力が付いてきた。主体的な学び合いを、特別活動や各
教科に関連させ、人権を意識していく必要がある。

いじめ問題への組織的対応ができている職員が

⑩教育環境整備
各教室前の道徳掲示コーナーや各教室の既習の掲示等の
校内掲示で、児童の心に思いやりややる気、元気が生まれ、
学習面や生活面に意欲的に取り組める掲示にする。

校内研修会やOJT研修など、組織的・計画的に進める。ま
た、発問づくり部会、模擬授業、交流授業週間等を実施し、教
師の授業力向上を図り、共通実践の徹底を図る。

年２回、早寝早起き朝ごはん、テレビゲーム時短の習慣をつけるた
めの健康カードを実施する。さらに、ストレスを抱えている児童の実
態を把握し、解消できるように生徒指導と連携しながら保護者の協
力を求めていく。

健康カード実施期間中は規則正しい生活をしよう意識する
ことができているが，通常の生活においては、生活が不規
則になってしまう児童が各学年に数名いる。また、ストレス
を抱える子も増えている。

いじめ問題について、未然防止・
早期発見・早期対応のために学校
全体で組織的に対応する。

各学年に支援を要する児童が数名おり、特別支援教育支
援員1人では対応しきれていない。また、支援を要する児童
の現状やより良い支援策についての話し合う時間や場の設
定をより充実させていく必要がある。

全校で道徳の重点目標にちなんだ掲示が教室前掲示コー
ナーや職員室前の掲示板を利用して行われていた。新聞
コーナーでは子どもトピックスを通して新聞記事に関心を向
けるようにしている。

⑧研修

⑥特別支援教育
校内での支援体制を確立し、児童
の特性に寄り添った指導や支援方
法を共有する。

自分から進んで運動をする子を育
てる。

家庭と連携し、親子でよりよい生
活を送ることができるように努め
る。

学校研究を中心に授業力や学級
経営力向上のための計画的な研
修を位置づける。

⑦組織運営・業務改善

教員が子供と向き合える時間を主体
的に確保し、教員一人一人が持って
いる力を高め、発揮できる環境を整え
ていく。

各分掌がそれぞれの役割を果た
し、「チーム金明」を意識した学校
運営をめざす。【１０条】

警察署と連携した「防犯教室」、保護者と連携した「児童引き渡し訓
練」、保育所と連携した「保小連携津波想定避難訓練」を行い、児
童が「自分の命は自分で守る」ことができるようなスキルを身につ
けることができるようにする。

特別支援教育
コーディネーター
（市野・作田）

保健主事
（市野）
養護
（西野）

⑤安全指導

④保健管理

運営委員会やビジョン委員会を定期的に実施し、校長ビジョ
ンの進捗状況を共通理解しながら、組織的な学校運営を実践
するとともに人材育成を図る。また、学校評価システムの活性
化を図る。

各主任がリーダーシップを発揮し、よりより学校運営に

学校側からの情報発信が多かったので、保護者や地
域の方参加型の取り組みを設けていく必要がある。ま
た、年２回の学年懇談会を連携を図るために有効に活
用する必要がある。

発問づくり部会は、授業の展開や中心発問、深める発
問を考える過程で参考となっている。共通理解した授
業改善のための大切な指導事項を共通実践する必要
がある。共通実践のための手立てをしっかりとる。

めあての明確化、発問の工夫、振り返りの充実が

災害や不審者に対する児童や教
職員の対応実践力を高める。

子どもたちは、それぞれの目標を持ってげんきの時間に取
り組んでいる。全児童が継続して意欲的に取り組めるよう
に、工夫改善しながら実施する必要がある。

研究推進委員
会
(可部谷・島屋）

げんきの時間で、金明マラソンやなわとび、スポチャレに取り
組んだり、１校１プランで策定した計画を実施したりすることを
通して、生涯にわたって積極的に体力向上に努める態度を育
てる。

各分掌が中心になり運営する部会制を、より幅広い視点か
らの意見を取り入れることができる運営委員会制にし、ま
た、決定事項を共通実践していく必要がある。各主任が
リーダーシップを発揮し、積極的によりよい学校運営に関わ
る体制作りが必要である。

教頭
（中田）
教務
（島屋）

Ｂ

児童が学習面や生活面に意欲的に取り組める掲示になるよう

ふるさとについて学び、理解を深
め、児童のふるさとを愛する心を
育てる。

誰に対しても自分から進んで気持ち
のよいあいさつをする子ども，自他を
大切にし，どんな場面でも相手を思い
やる言葉遣いや行動ができる子ども
を育てる。

「地域のよさ再発見・自分の夢探究」(６年)「生命や自然」(５
年)「全ての人にやさしい町づくり」(４年)「地域のよさ発見」(３
年)をテーマにかかげ、探究したくなるような課題の設定、振り
返り活動を実施する。

児童会活動で全校あいさつ運動や笑顔カードの取り組みを実
施し、年間を通して自主的に『笑顔で元気に相手の目を見て』
あいさつできる子やどんな場面でも相手を思いやる言葉遣い
や行動ができる子を育てる。

図書
（作田）

児童は、自分から進んであいさつすることができるように
なっている。しかし、声が小さく自分から進んであいさつが
できていないという課題やどんな場面でも相手を思いやる
言葉遣いや行動ができていないという課題がある。

生徒指導
（上木）

月目標達成を目指して、全校で取り組む体制は出来てい
る。国語科での並行読書のための蔵書を増やす必要があ
る。読書目標（低学年150冊高学年5000ページ）について
は、記録の煩雑さから記録があいまいな児童が多いため、
記録の煩雑さをなくす必要がある。

校内委員会を中心に校内研修会の企画、支援体制の充実を
図る。担任や支援員，地域サポート教員との連携を密にし、
児童の特性に寄り添った支援方法の共有に努める。

毎年訓練を実施し、児童の危機への対応力を高めて
いるが、継続して実施しさらに危機に対応する力を育
てる必要がある。

Ｂ

児童会や学級活動に、自主的・主体的に取り組む児童が多
いが、自己有用感に関しては個人差が見られる。授業や行
事において、児童が自分のよさに気づくことのできるような
取り組みを意識し、行っていく必要がある。

友人関係の固定化、グループ化により、対人関係で悩
んでいる児童は多い。児童の悩みを敏感に受け止め
る機会を適切に設け、いじめや不登校の未然防止・早
期発見・早期対応となる積極的な取り組みを組織的・
協働的に進める必要がある。

B

安全確保の組織的対応ができている職員が

児童会
（濱崎）
キャリア教育
(島屋）各担任

A

自分のよさを知り、意欲的に取り組もうとする児童が

A

月目標の本を借り、並行読書の目標を達成する児童が

進んで気持ちのよいあいさつや言葉遣いができる子が

１・２学期末に教職
員を対象にアン
ケート調査

ふるさと学習に意欲的に取り組む児童が

A

児童・保護者が規則正しい生活を送ることができよう

毎日のげんきの時間に

A

A A

体育
（荻澤）

２回の健康カードの結果、規則正しい生活できた割合は早寝が６４％から６
８％に、早起きが６４％から７２％にあがった。しかし、テレビ・ゲームの時間
を守れた割合は、８２％から６８％に下がった。今後は、学年懇談会でも話
題に取り上げも引き続き、家庭との連携を密にしていく。

A

自分の良さを知り、それを活かして活動していると回答した児童は、91%であった。こ
のうち、いつもしていると回答した児童は、58%、時々していると回答した児童は33%
であった。判定はAではあるが、自分の良さに気付いていなかったり。気付いていて
もそれを活かして活動していると実感できていない児童が9%いる。自己理解を深め
るための宝物ファイルの取組を継続し、児童が自分の良さに気づき活かす手立てと
していきたい。

90.2%の児童が、ふるさとのよさを見つけようと進んで調べたり、まとめたり
したと回答した。3学期以降も、地域のよさや地域の人々のよさを見つける
ことができるように、目標を実現するにふさわしい探究学習とそのふり返り
活動を進めていく。

いじめの未然防止、早期発見・早期対応に
向けての取り組みが、組織的・協働的に行
われている。

毎月の目標冊数の達成や並行読書を進め、
意欲的に読書活動に取り組んでいる。

地域や家庭、学校で、自分から進んで気持
ちのよいあいさつや言葉遣いをすることがで
きる。

ふるさと学習に意欲的に取り組み、ふるさと
のよさに気づくことができる。

生徒指導
（上木）

児童の貸出記録
を調査する。

さまざまな訓練で、安全確保のための組織
的対応ができている。

教頭（中田）教務
（島屋）
生徒指導（上木）

今後も、ヘルメット着用の推進に向けての声かけやおたよりの発行、施設
設備未修理箇所の早期改修に対しての連絡等に心がけていきたい。ま
た、今年度実施した訓練での成果を生かし、来年度も、教職員による事前
研修の実施や保育園との連携を密にしていくことを念頭に置き、訓練計画
を立てていきたい。

4教科の活用力を見るテストのクラス平均が70.2%であった。国語82.6％に
対し、算数が54.5％と低い。アイテムの活用やチャレンジ問題、過去問等に
取り組むことで様々な考え方を身につけさせる必要がある。学年により力
の差があるが、基礎基本の力をしっかりつけた上でそれを生かす力をつけ
る必要がある。学年に応じた対応をしていく。

毎月の月目標は１００％近く達成することができた。平行読書（おすすめ30
冊）の本も1学期に比べ、読破した児童の数が大幅に増えた。週末読書の
課題や「家読カード」をすすめたことで、少しずつ家でも読書に取り組む児
童が増えているが、「ゲーム」や「ユーチューブ」などを見る児童が多くなっ
ている中、読書の楽しさを伝え、読書好きと思える児童が増えていくような
手立てを考える必要がある。

A

「やさしい聴き方あたたかい話し方」を中心に聴くこと話すことの基本が定
着してきた。また、ペアやグループでの話し合いの約束も学年に応じて身に
着けることができた。しかし、考えを深めることが苦手な児童がいること、話
し合いが意見交流で終わってしまうこともあるので、考えを深める発問を教
師がさらに工夫していくことが大切である。

B

児童対象の学び合いアンケートでは、どの項目も80％以上と高い値を示し
ている。ペアやグループでの話し合い活動が定着しているので、形だけで
なく内容が深まるよう「金明学び合いｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ」の共通理解を図り、本校の
学び合いスタイルを実施していく。また、課題に対する「分かった」がある話
し合い活動となるよう、課題とふり返りの一致を図りっていく。

A

B

全員参加の校内支援委員会を定期的に開くことはできなかったが、必要に
応じてケース会を開き、個々の児童についての支援策を話し合うことがで
きた。支援を要する児童についての情報をまとめ、次年度にしっかりと申し
送りをする必要がある。

B

道徳掲示板「さくら」や企画委員会掲示板「うれしい竹」は重点目標に合わ
せた掲示ができた。学習コーナーでは、各学年の自学ノートの掲示を行
い、児童の良い見本になった。今後も児童の励みになるような掲示を行っ
ていく。職員室前掲示板も、各コーナーごとに興味関心を持てるような掲示
を行うことができた。

95%の児童、90%の保護者があいさつがよいと回答した。自分から気持ちの良い挨拶
をしている児童をさらに増やしたい。挨拶名人の取り組みに変化をつけながら継続し
て取り組む。言葉遣いについて意識させる取り組みの結果、言葉遣いが良いと答え
た児童は81％にとどまり、保護者は77%から72%へ減少した。
今後も休み時間や放課後、家での言葉遣いについて、保護者と協力して言葉遣いを
向上させる取り組みを行っていきたい。

いじめ問題について組織的に対応していると回答した教職員は100%であっ
た。このうち、組織的に十分到達していると回答した教職員が60%、おおむ
ね達成できているとの回答は40%であった。
自己の悩みを表出する機会を多く取り、いじめ問題の未然防止に向けて、
お話タイムで児童の対人関係での困り感を聞き取る取り組みなど教職員
全体で対応していきたい。

B

Ｂ

A

中間では95.6％、最終は91.3％であった。判定はAであるが若干数値が下
がっている。アンケートの結果、高学年で否定的な回答が増えているの
で、マラソンやなわとびでめあてを持てるよう声掛けと指導を増やしていき
たい。

１・２学期に、保護者や地域の外部人材を活用した授業実践は数回行われ
てきたが、参加型授業が十分にできているとは言えない。今後は、今年度
の取組をさらに授業や対外大会に向けて広げていくために、来年度に向け
ての人材マップを作成する。(陸上大会関係、水泳大会関係、タグラクビー
関係、教科ＧＴ、道徳授業ＧＴ等)

「３学期及び新年度に向けての改善策集」を根拠として、PDCAサイクルを
活用した学校改善を進めていくために、進展の見られない項目について
は、ビジョン委員会で十分に話し合い、方向性を決定していく。また、ビジョ
ン委員会で検討・決定したことを主任を中心に確実に教職員全体に伝達す
る。今学期は、特に、次年度に向けての改善を意識し、方策を改善策集に
書き込んでいき、次年度への申し送り事項とする。

道徳授業や総合的な学習などで保護者や地域の方と共につ
くる授業を実施する。また、学年懇談会を年２回設定し、目指
す学級・授業像(重点目標「やさしい心・強い心」)について児
童の様子を保護者と共有し、双方向の交流を行う。

掲示
（可部谷）

教頭
（中田）
教務
（島屋）

道徳や学習の掲示等で、児童が学習面や生
活面に意欲的に取り組む掲示に努めてい
る。

B B

B

B B

B A

B B

B

A

・自分の目標設定が高いために、自己肯定感が低くなるとも考えられる。
・ふるさと教育を今後も推進することを望む。
・ネットの時短は、視力低下や体調不良等の健康面から具体的に指導することを望む。

【第２回】　　
・働き方改革については、業務削減を意識した取組を進めていただきたい。
・丁寧な挨拶の仕方が伝統となっている。自己肯定感を育むきっかけとしていただきたい。
・テレビゲームの時間設定ができることを保護者に知らせる場の設定をしていただきたい。

・言葉遣いに関しては、家庭との連携が必要である。 すべて改善
を図っている

３学期・来年度
に改善を推進


